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1 はじめに － ロボティクスの現状

ロボティクスにおける産業界と学界の乖離は久しく

危機的な状況が続いていると言えよう．バブル経済の

崩壊後，大手企業は不採算のロボット事業から次々に

撤退し，ロボティクスが生み出した技術から新産業が

創出されたという話も聞かない．その傍らでアカデミッ

クなロボット研究は百花繚乱の状態で，学術講演会でも

多数の研究発表が盛んに行われている．また，ヒューマ

ノイドやペットロボットがマスコミの注目を集め，種々

のロボットコンテストが流行する，といった現象が見

られる．このような中，細分化した研究分野に没入す

る研究者にとってロボティクスの全体像はますます見

えにくくなっている．

一方，ロボット研究を取り巻く社会的な状況として，

国立研究機関は行政改革による再編と独立行政法人化

を目前に控え，それは近いうちに国公立大にも拡大さ

れる．また少子化の影響はあらゆる大学に及びつつあ

る．このような研究環境への外部的なプレッシャーが

迫る中で，ロボティクスというもの，研究というもの

の本質について俯瞰的に再考することはどんな研究者

にとっても必要ではないだろうか．

2 本セッションの目的

つまり，人間の営みとして見たときロボティクスと

は一体何か，という問いかけが必要ではないかと考え

る．ここでは，いつ誰がどのような技術を開発したか

という個々の研究内容の歴史（ロボット史）や現在およ

び将来どのようなロボットを作るべきか（ロボット論）

よりはむしろ，研究者がそれぞれの時代に何を信じ何

を求めて研究を行ってきたかを振り返りつつ（ロボティ

クス史），現在のロボティクスと研究者を支える思想や

哲学を論ずる（ロボティクス論）ことを狙っている．ロ

ボット史・ロボット論が研究対象（何を研究したか／す

るか）にスポットを当てるのに対し，ロボティクス史・

ロボティクス論では研究者の立場（なぜ，いかに研究

したか／するか）に重点を置きたいと考えている（む

ろんこれらは密接に関連しているので，あくまで視点

の問題だが）．いわば，科学史・科学論（科学哲学，科

学社会学）のロボティクスにおけるサブセットである．

ロボティクスの方向自体を左右するにもかかわらず，

これまで研究以前あるいは研究外の問題として棚上げ

され，表立って論じられることの少なかったさまざま

な問題がある．上に述べたようなスタンスで，これら

をメタ研究（研究についての研究）のレベルから考え，

その歴史的背景を探るのが本セッションの目的である．

� ロボティクスとは何か？「ロボティクス」と「ロ

ボティクス以外」（特にメカトロニクス，人工知

能など）を区別する差異，逆にロボティクスに共

通する了解事項とは何か？

� ロボティクスに中心的な教義はあるか？あるとす

ればそれは何か？あるいはそれは必要か？むしろ

無い方が望ましいのか？

� ロボティクスに普遍で（ロボティクスに属するあ

らゆる分野に共通する）固有の（学問の寄せ集め

としてではない，ロボティクスでしか扱わない，

解き得ない）問題設定や方法論はあるか？一つの

学問としてのロボティクスの存在意義は何か？

� ロボティクス内での知識の蓄積という以外のロボ

ティクスの貢献は何か？

� ロボティクスはうまくいっているか？（ロボティ

クスの現状を肯定的にとらえるか，否定的にとら

えるか？）

� ロボティクスは工学か？科学か？

� ロボティクスはハイテクかローテクか？

� ロボティクスは世の中の役に立つか？（役に「立っ

ている」か？「立ちうる」か？そもそも「立つべ

き」か？）

� ロボティクスには国家や企業が研究投資を行うに

ふさわしい学術的・技術的価値があるか？

� ロボティクスの魅力とは何か？ロボティクスはな

ぜ「面白い」か？

� ロボティクスにおいて実際にロボットを作り実験

することの意義は何か？



� ロボティクスはその性質上世間一般から技術レベ

ルの実状を超えた過剰な期待がかけられがちであ

る（介護，災害救助，核事故処理，地雷撤去など）．

これらを研究者はどう受け止めているか？またど

う対処すべきか？

こうした問題には，各分野の個々の研究に専念する

ことでは答えることができない．また，アカデミック

な研究の枠組みはそうしたことを研究者に要求しない．

そのため各ロボット研究者は自分の内面の問題として

これらと直面することを余儀なくされていた，あるい

は逆に全くこうした問題を顧慮することなく研究に没

入することを許されていたわけである．このような姿

勢がロボティクスの現在の姿を生み出す一つの原因と

なっていると感じる．これらを学術講演会で扱うこと

で公共化し，分野を越えてともに考えることができな

いか，ということが本企画の意図するところである．

3 「ロボティクス史・ロボティクス論」とい
うスタンスについて

研究開発の対象であるロボット技術の内容について

論ずる「ロボット史・ロボット論」に対置して，ロボ

ティクスという学問自体のあり方を論ずる「ロボティク

ス史・ロボティクス論」という立場を示し，ここでは

後者に重点を置きたいと述べた．前者はロボットとい

う研究対象を扱うのに対し，後者はそれを研究する上

での枠組みを扱うものである．また前者が非人称的で

あるのに対し，後者は研究者の側の人間的な要素にも

立ち入ったものである．端的には「こういうロボット

を作りたい」というのが「ロボット論」であり，「ロボ

ティクス論」では「『こういうロボットを作りたい』と

考える研究者はいかに形成されたか」までを考える．

言い方を変えれば，「ロボティクス史・ロボティクス

論」とは，研究者，大学・研究機関・企業，学会などが

織りなすロボティクスという「装置」あるいは「制度」

の現状とその成り立ちを再点検しよう，という立場で

ある．すなわち，本企画で狙いたいのは，

・ロボット研究者集団が構成する社会とその活動の分析

・ロボティクスと社会（産業を含む）との関わりの分析

を歴史的なパースペクティブのもとで行うことである．

現在のロボティクスの諸問題はほぼそれらから発して

いると考えるからである．

ロボティクスに関わる問題を考える際に「ロボット

論」ではなく「ロボティクス論」というスタンスを取り

たいもう一つの理由は，前者の場合，個別のテクニカ

ルな話に陥りやすく，ともすると自らの専門分野や研

究プロポーザルの正当化に終わりがちで，そのために

対立やすれ違いを招きやすいことへの配慮からである．

自分が日々没頭している個別の研究分野から一歩引い

て，それも客観視するような視点から議論ができない

か，というオーガナイザーとしての願望である．

こうすることで分野の壁を越えて研究者同士が共通

の土台に立った議論が可能となるのではないかと期待

する．もちろん「ロボット論」と「ロボティクス論」を

完全に切り離して議論することは不可能で，それはか

えって抽象的で意味のない議論になってしまうとも思

うが，各講演者の豊富なロボット研究の経験に基づく

バランスのとれた議論を期待したい．

4 学術講演会で本企画を実行する意義

学術講演会は本来，新たに得られた個々の研究成果

を発表するためのものであり，本企画のような研究外

の問題は扱うべきでない，という批判もあろうかと思

う．ロボティクスの歴史や将来ビジョンについては，学

会誌の特集1;2)などで主に個別の研究分野に根ざした個

人史や研究者の夢という形で扱われている．また講演

会でも限定されたメンバーによる討論会3)などは何度か

開かれたことがある．

しかし，そのような形では，議論が継続されて研究

者間で共有されることは難しく，またそれぞれの意見

はあくまで個人的見解にとどまり，反論や疑問に出会っ

て鍛えられるということが少ない．そのため，学術講

演会のような開かれた公共の場でもロボティクスが抱

えるさまざまな問題を議論するための機会を設ける必

要があると思う．つまり，誰もが自分の意見を公表可能

で，それが参照可能な形で公式に記録され，また一度

きりのイベントではなく，恒常的な議論の積み重ねに

よるコンセンサス形成が可能なプロセスとして定着さ

せたいと考えている．それが，あえて学術講演会の１

セッションとして本企画を位置づけた理由である．

今回は，結果的にベテラン研究者による招待講演の

みとなったが，今後はここでの議論を踏まえ，より多

くの研究者による「ロボティクス論」のさらなる深化

を期待したい．特にこれからのロボティクスをになう

若手の研究者の積極的な発言を待望する次第である．
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